


第
２
回
合
併
協
議
会
が
、
平
成
１６
年
４
月
９
日
、
田
代
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
合
併
基
本
４
項
目
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
吉
田
光
明
副
会
長（
田
代
町
長
）が
、
協
議
の
土
台
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
発
言
を
求
め
、
「
大
館
市
も
そ
う
で
あ
る
と
思
う
が
、
田
代
町
も
先
人
が
培
っ
た

歴
史
、
風
土
、
伝
統
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
誇
り
に
一
自
治
体
と
し
て
自
立
す
る
こ
と

も
模
索
し
た
が
合
併
の
道
を
歩
む
こ
と
に
し
た
。
田
代
町
は
県
内
第
二
の
都
市
で
あ

る
大
館
市
と
隣
接
し
て
お
り
、
行
政
、
商
業
、
日
常
生
活
と
も
に
強
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
大
館
市
と
合
併
す
る
と
い
う
こ
と
で
協
議
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
」
と
し
て
、
田
代
町
と
し
て
の
考
え
方
を
説
明
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
伊
藤
毅
委
員（
大
館
市
議
会
議
長
）か
ら
大
館
市
議
会
で
の
意
見
調
整
の

結
果
が
報
告
さ
れ
、
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
４
項
目
と
も
全
会
一
致
で
、
下
表
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
協
定
基
本
４
項
目
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
発
言
を
中
心
に
、
次
の
ペ
ー

ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

合 意 内 容

田代町を廃し、その区域を大館市へ編入することとする。
（編入合併）

合併特例法の特例措置期限である平成１７年３月３１日まで
の合併を目指す。ただし、法律が改正された場合は、改
めて協議する。

大館市とする。

事務所の位置は、現大館市役所とする。現田代町役場に
ついては、住民の利便性等を勘案して、必要職員を置く
総合支所方式とし、空きスペースについては、分庁舎と
しての活用を考慮する。

協 議 項 目

１ 合併の方式

２ 合併の期日

３ 新市の名称

４ 新市の事務所の位置
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合
併
協
定
基
本
４
項
目
決
ま
る

第２回合併協議会

吉吉田田光光明明副副会会長長
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◎
吉
田
光
明

副
会
長

田
代
町
と
し
て
は
、
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
対
等
の
立
場
で
合
併

す
べ
き
だ
と
の
意
見
は
数
多
く
あ
っ
た
が
、
自
治
体
と
し
て
の
人
口
、

財
政
規
模
や
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
と
し
て
は
寂

し
い
気
持
ち
も
あ
る
が
、大
館
市
に
編
入
す
る
「
編
入
合
併
」
と
い
う

道
を
取
る
と
い
う
こ
と
に
、
町
と
し
て
一
定
の
方
向
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

◎
伊
藤

毅

委
員

大
館
市
議
会
で
は
、
新
設
を
推
す
議
員
も
い
た
が
、
２８
人
中
２２
人

が
編
入
と
い
う
方
向
で
よ
い
と
考
え
て
お
り
、
大
館
市
議
会
と
し
て

は
編
入
と
い
う
方
向
で
ま
と
ま
っ
た
。

ま
た
、「
将
来
の
２
市
３
町
と
い
う
枠

を
考
え
た
場
合
、
編
入
は
他
の
市
や
町

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
。」「
容
易
に
大
館
市
に
合
わ
せ
る
べ

き
で
な
い
。」「
田
代
町
の
住
民
が
大
き

い
大
館
市
に
従
わ
さ
れ
た
と
い
う
感
じ

を
持
た
な
い
よ
う
に
、
十
分
配
慮
し
て

ほ
し
い
。」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で

付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

◎
吉
田
光
明

副
会
長

田
代
町
と
し
て
は
、
合
併
の
期

日
は
、
財
政
支
援
等
の
あ
る
期
限

内
に
合
併
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え

方
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、合

併
特
例
法
の
特
例
措
置
期
限
に
関

す
る
規
定
が
改
正
さ
れ
、
期
日
を

一
年
延
期
し
て
も
財
政
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

再
度
協
議
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

◎
伊
藤

毅

委
員

大
館
市
議
会
と
し
て
は
、
合
併
特
例
法
の
特
例
措
置
期
限
に
関
す

る
法
案
の
行
方
を
見
極
め
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
も
出
た
が
、
市
議
会
議

員
２８
名
中
２４
名
が
１７
年
３
月

３１
日
に
目
標
値
を
設
定
し
た

方
が
よ
い
と
い
う
意
見
で
あ

り
、
市
議
会
と
し
て
そ
の
よ

う
に
判
断
し
た
。

■■
基基
本本
４４
項項
目目
協協
議議
内内
容容
■■

基本４項目協議内容

合
併
の
方
式
は
「
編
入
合
併
」

合
併
は
平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
に
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◎
吉
田
光
明

副
会
長

新
市
の
名
称
は
、
編
入
合
併
と
す
る
こ
と
か
ら
「
大
館
市
」
が
適

当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
「
大
館
市
」
と
い
う
名
前
は
、
大

変
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、
全
国
的
に
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う
名
前

を
な
く
す
る
の
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
と
思
う
。

◎
伊
藤

毅

委
員

大
館
市
議
会
で
は
全
員「
大
館
市
」に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
意
見

集
約
さ
れ
た
。

◎
吉
田
光
明

副
会
長

編
入
合
併
と
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
「
大
館
市
役
所
」
を
新
市

の
事
務
所
と
す
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

大
館
市
に
事
務
所
を
置
く
に
し
て
も
、
現
在
の
田
代
町
の
住
民
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
窓
口
業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
る
程
度
の
行

政
機
能
を
持
た
せ
た
総
合
支
所
方
式
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
総
合
支
所
方
式
を
採
用
し
て
も
、
現
田
代
町
役
場
庁
舎
に

は
か
な
り
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
た
め
、
な
ん
ら
か
の
セ
ク

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
く
る
、
分
庁
方
式
も
併
用
し
て
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

◎
伊
藤

毅

委
員

大
館
市
議
会
と
し
て
は
、
全
員
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
現
在

の
大
館
市
役
所
の
庁
舎
で
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
意
見
集
約
さ
れ

た
。た

だ
し
、
ほ
と
ん
ど
の
議

員
が
、
田
代
町
に
も
っ
と
気

を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
田
代
町
長

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

総
合
支
所
ま
た
は
分
庁
舎
方

式
を
検
討
し
、
急
激
な
変
化

を
も
た
ら
さ
ぬ
よ
う
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
で

あ
っ
た
。
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新
市
の
名
称
は
「
大
館
市
」

事
務
所
の
位
置
は
、現
大
館
市
役
所
に

基本４項目協議内容



事
務
所
の
位
置
を
大
館
市

役
所
に
す
れ
ば
、
駐
車
場

は
狭
い
し
庁
舎
も
手
狭
な
よ
う
だ
が
、

田
代
と
一
緒
に
な
れ
ば
混
雑
す
る
の
で

は
な
い
か
。
大
館
市
議
会
で
は
そ
の
点

に
つ
い
て
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

（
虻
川
景
一
委
員
）

現
状
で
、
職
員
の
駐
車
場

は
庁
舎
外
の
別
の
駐
車
場

等
に
振
り
分
け
て
お
り
、
あ
る
程
度
解

消
さ
れ
て
い
る
が
、
今
で
も
若
干
狭
い

と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

（
伊
藤
毅
委
員
）

庁
舎
等
が
狭
い
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
総
合
支

所
方
式
や
分
庁
舎
方
式
を
検
討
し
、
田

代
町
役
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
有
功

活
用
す
る
こ
と
で
解
消
す
る
こ
と
も
可

能
で
は
な
い
か
。

（
小
畑
元
会
長
）

全
国
の
事
例
で
は
、
編
入

さ
れ
る
側
が
差
別
的
な
扱

い
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
が
、
大
館
市

と
田
代
町
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
編
入
で

あ
っ
て
も
対
等
の
立
場
で
新
市
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
各
種

協
議
に
お
い
て
、
双
方
の
担
当
者
は
お

互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
真
摯
な

態
度
で
臨
ま
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

特
に
、
田
代
町
の
職
員
が
編
入
と
い
う

理
由
で
侮
蔑
的
な
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
小
笠
原
豊
委
員
）

�
本
庁
方
式
…
庁
舎
の
機
構
組
織
を
本

庁
１
ヶ
所
に
集
約
す
る
方
式
。
他

の
庁
舎
は
、
窓
口
的
機
能
を
持
つ

支
所
、
出
張
所
と
な
る
。

�
分
庁（
舎
）方
式
…
合
併
関
係
市
町
村

の
従
前
の
庁
舎
を
、
行
政
機
能
を

振
り
分
け
て
利
用
す
る
方
式
。

�
総
合
支
所
方
式
…
管
理
部
門
や
事
務

職
部
門
を
除
き
、
合
併
関
係
市
町

村
の
庁
舎
に
お
け
る
行
政
機
能
を

そ
の
ま
ま
残
す
方
式
。

委
員
か
ら
の
意
見
、要
望
、質
疑
等

第
２
回
合
併
協
議
会
報
告
・
協
議
案
件

協
議
案

第
１０
号

質疑、報告事項、協議案

質
問

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

報
告

協
議
案

第
１１
号

第
５
号

新
市
建
設
計
画
の
作
成
方
針
及

び
合
併
協
定
項
目
の
調
整
方
針

に
つ
い
て

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

（
次
回
協
議
）

回
答

協
議
案

第
１２
号

用用
語語
解解
説説

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
案

第
８
号

合
併
の
方
式
に
つ
い
て

協
議
案

第
１３
号

協
議
案

第
９
号

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

回
答

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

大館市・田代町合併協議会だより／2004.5.1

要
望
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調 整 状 況

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

協議予定

（４／２８第３回協議会）

協議予定

（４／２８第３回協議会）

提案

○

○

○

○

○

○

設 定 項 目

合併の方式

合併の期日

新市の名称

新市の事務所の位置

財産の取扱い

事務組織及び機構の取扱い

本庁組織、出先機関、

附属機関、地域審議会

農業委員会の委員の定数

及び任期の取扱い

地方税の取扱い

一般職の職員の身分の取扱い

特別職の身分の取扱い

条例、規則等の取扱い

議会の議員の定数及び

任期の取扱い

一部事務組合等の取扱い

一部事務組合、協議会、

公社、第三セクター

使用料、手数料等の取扱い

公共的団体等の取扱い

補助金、交付金等の取扱い

町名、字名の取扱い

慣行の取扱い

市章、花、木、歌、

憲章・宣言、行事

国民健康保険事業の取扱い

介護保険事業の取扱い

消防団の取扱い

行政区の取扱い

各種事業の取扱い

男女共同参画事業

国際交流事業

電算システム事業

広報広聴関係事業

納税関係事業

消防防災関係事業

交通関係事業

窓口業務

保健衛生事業

病院、診療所

休日、夜間、救急診療

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

No

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

分類

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

Ｆ群

Ｇ群

調 整 状 況提案設 定 項 目

障害者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

保育事業

生活保護事業

その他福祉事業

健康づくり事業

ごみ収集運搬業務

環境対策事業

農林水産関係事業

商工、観光関係事業

建設関係事業

上水道、下水道事業

公立学校（園）の通学区

学校教育事業

文化振興事業

コミュニティ施策

社会教育（生涯学習）事業

社会福祉協議会

その他の事業

新市建設計画

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

No

２３

２３

２３

２４

分類

Ｈ群

Ｉ群

Ｊ群

�

合併協定項目の調整状況
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平成１６年４月９日現在

合併協定項目の調整は次の順番で進められ
ていきます。

合併協議会へ案件を提案

合併協議会で協議・調整

合併協議会で協議・調整
の結果を確認

分科会で協議・調整

専門部会で協議・調整

幹事会で協議・調整

合併協定項目

）

）

）

（

（

（








